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１ 紹介受診重点医療機関の概要
１概要

２スケジュール等

３協議方針

今回の
調整会議はここ



○今回は、令和４年度外来機能報告を基に、紹介受診重点医療機関となる医療機関について協議

○令和５年度外来機能報告*を基にした協議は、令和６年１~２月に令和５年度第２回地域医療構想調整会議で行う予定

*令和５年度外来機能報告の報告期間：令和５年10月１日~11月30日（予定）

２ 協議・公表のスケジュール等

７月下旬 「紹介受診重点医療機関」一覧を、都内医療機関に対して事前通知

(同時に、厚生労働省に対し、都内の「紹介受診重点医療機関」一覧を通知）

８月１日 都が紹介受診重点医療機関の一覧をホームページで公表

➡・紹介受診重点医療機関は、
①公表の日から、紹介受診重点医療機関入院診療加算、連携強化診療情報提供料を
算定可能

②公表の日から６か月以内に、紹介状なしの受診等の定額負担（特別の料金）を
徴収開始

調整会議後の予定

○特定機能病院及び地域医療支援病院の取扱い（「外来機能報告等に関するガイドライン（令和５年３月31日改正）」P.8）

・特定機能病院及び地域医療支援病院の多くは、これらの病院の性格上、紹介受診重点外来の基準を満たすことが
想定されており、紹介受診重点外来の基準を満たす病院については、原則、紹介受診重点医療機関となることが
望ましい。

○紹介受診重点医療機関は、翌年度の外来機能報告や協議により、紹介受診重点医療機関から外れる場合がある。

その他

１概要

２スケジュール等

３協議方針



・国が示す基準を両方満たすものの、紹介受診重点医療機関となる意向がない医療機関については、調整会議において
特に再協議が必要とされた場合に限り、都が個別に当該医療機関に確認を行い、書面等により再協議を行う。

３ 協議に当たっての方針

 協議の方針（案）は、原則として、①及び②としてよろしいか。

①紹介受診重点医療機関となる意向あり、国が示す基準を両方満たす ➡ 紹介受診重点医療機関とする。

②紹介受診重点医療機関となる意向あり、国が示す基準のいずれか一方を満たし、国が示す水準を両方満たす
➡ 協議により、紹介受診重点医療機関とする。

国が示す基準：初診に占める重点外来（※）の割合が40%以上 かつ 再診に占める重点外来の割合25％以上
※ 医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来、高額等の医療機器・設備を必要とする外来、特定の領域に特化した機能を有する外来

国が示す水準：紹介率５０％以上及び逆紹介率４０％以上

調整会議での協議

意向
【基準】 初診、再診
〇：両方満たす
△：いずれか一方を満たす
×：両方満たさない）

【水準】紹介、逆紹介率
〇：両方満たす
△：いずれか一方を満たす
×：両方満たさない

方針

① あり 〇 紹介受診重点医療機関とする。

② あり △ 〇
協議により、紹介受診重点医療機関とする。
（今後は初診、再診基準の両方を満たすことを求め、
次年度以降の調整会議において状況を確認）

❸ あり △ △or× 紹介受診重点医療機関としない。

❹ あり × 紹介受診重点医療機関としない。

➎ なし 再協議対象以外は、紹介受診重点医療機関としない。

再協議の取扱い

１概要

２スケジュール等

３協議方針


